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はじめに 

 古典教育の必要性は度々議論される。「役に立たない」と言われることもある。たしかに、

直接的に役に立ったと感じられる瞬間は少ないだろう。しかし、触れてきた古典は知らず知

らずのうちに自分を構成する一部となって生きている。それを実感する瞬間がくれば、古典

を学ぶ意義を感じられるだろう。 

 例えば、桜を見て綺麗だと思う瞬間。私たちは桜の咲き誇る姿を見て綺麗だと思うが、そ

れ以上に桜の舞い散る様子を見て綺麗だと思うことのほうが多いのではないだろうか。舞

い散る桜には寂寥感を抱き、それが情緒あるものだと思う。これは平安時代、いや、きっと

それよりも前から受け継がれてきた感性なのである。桜について詠まれた和歌がそれを裏

付ける。さらに、現代でも桜という語が含まれる言葉が多くあることから、言葉を使い続け

ることと感覚や感性が醸成されることは相互の関係であるといえるだろう。 

 そういった、日本人としての時代を超えた不変性を読み取れることが、古典の一番の魅力

だと私は考える。しかし、現代とは異なる語彙の使用によって古典作品を読むことに対する

抵抗感が生まれ、その魅力を隠してしまっている。 

 大学４年の教育実習の際、私が担当した授業の冒頭で、学習者に対して、古典は好きか問

いかけた。30 人ほどが在籍するクラスで「好き」と答えたのはたったの１人だった。私自

身、古典作品に興味を持って大学進学を決めたこともあり、この結果には衝撃を隠せなかっ

た。これがきっかけとなり、教育実習で担当した授業では、古典に対する苦手意識が軽減さ

れるような指導案の作成を目指した。 

 そのときから「生徒が古典を苦手にならないようにするにはどうすればよいのか」を考え

てきたが、その疑問自体が曖昧で、苦手だと感じる原因の解明までは目を向けていないこと

に気付いた。大学院に入り、協力校でアンケートを行なうと、「現代とのつながりを感じら

れない」ことが「古典離れ」の一つの原因であることがわかった。そこで、現代とのつなが

りを感じさせ、古典を苦手とする学習者を減らすために様々な取り組みを考えた。 

 教職大学院での学びと、教育実践研究協力校の先生方の授業見学や先生方との意見交流

を経て、考えてきた取り組みが自分の目的にさらに合致するように練り上げることができ

た。 

本報告書は、二回の授業実践を通して、その取り組みが有効であるか検証し、まとめたも

のである。 
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研究報告書要旨 

 

 長年、古典に対する学習者の学習意欲の低下が問題視されてきた。教育課程部会は、日本

の言語文化を享受して自身の生活のなかにそれを生かしていく観点が足りないことを、そ

の原因として挙げている。平成 30年度告示学習指導要領にて、言語文化の連続性を理解し、

継承していくことを目指した「言語文化」が新設された。そこで、本研究では、「言語文化」

の目標である、言語文化の継承者としての自覚を高める授業実践を行なった。 

 授業実践に際して、「作品の内容がおもしろいと思える」こと、「既有知識が『役に立った』

と思える」こと、「現代・実社会とのつながりが感じられる」ことの、三つの研究の柱を立

てて授業計画を行なった。 

 事前に、連携協力校の国語科の先生方には古典教育観を問うアンケートを、授業実践対象

クラスの学習者には古典に対する意識を問うアンケートをとった。例に漏れず、協力校の学

習者も古典作品を読むことに対して苦手意識を持つことが明らかとなった。学習者の現状

を把握している先生方は、学習者が苦手意識を抱かないように様々な取り組みをされてい

ることもわかった。しかし、「授業は好きだが古典を読むことは好きではない」という学習

者が多く存在してしまっていることがアンケートから読み取れた。 

 上記の現状を理解した上で、各単元、各授業に合う工夫を取り入れた授業実践を行なった。

授業実践その１では、漢文が身の回りに今でもあること、そしてそれが書き継がれてきたこ

との意義を考えさせることで、学習者もその継承者の一人になるという自覚を持たせるき

っかけにすることができた。実践その２では、感情が昂ったときに和歌を詠むという歌物語

の特徴を捉えることで、当時から現代まで通ずる人間の不変性を見出し、それが大切にされ

てきたのだと学習者に実感させることができた。二つの実践の振り返りから、古典に対する

学習者の考えが変化したことが読み取れた。 

また、二つの実践において、言葉だけを見ても、本文における登場人物の言動や心情だけ

を見ても、「当時」と「現代」は切り離されるものではなく、それらの連続性のなかに自分

たちが存在することを学習者が理解したという点で、この取り組みは有効であったといえ

る。 



1 

第１章 研究の動機 

第１節 高等学校国語科の古典の授業における今日の課題 

 「古典嫌い」や「古典離れ」という言葉があるように、高校生の古典に対する苦手意識や

読む機会の少なさが問題視されている。この言葉があるということは、一般的に、古典作品

は好んで読まれるものとは遠い位置に存在しているということである。学習指導要領の改

訂により、平成 23 年度から小学校でも古典の学習が本格的に導入されたため、多くの人は

小学校から高等学校までの 12 年もの間古典を学ぶことになる。しかし、そのうちの大半は

高等学校を卒業すると、全くと言ってよいほど古典に触れることはないだろう。その結果が

「古典離れ」である。そして、小・中学生時代に「古典嫌い」だったことがその一因として

挙げられる。現に、高等学校在籍時の私の友人たちが古典に対して苦手意識を持っていたこ

とや、教育実習や非常勤講師として授業を担当していたクラスの多くの生徒が古典を好き

ではないと言っていたことから、何らかの原因があって「古典嫌い」が一定数は存在してい

ると認識している。周りの先生に話を聞いても、やはり、古典を苦手とする学習者にどのよ

うなアプローチをすればよいのか悩んでいる方が多い。中教審答申にも以下の記述がある

ことから、「古典嫌い」の学習者が多く存在していることはわかる（下線は報告者による）。 

 

高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講義

調の伝達型授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文章

の内容や表現の仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから 

読み取ったことを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の

語彙の構造や特徴を理解すること、古典に対する学習意欲が低いことなどが課題とな

っている。（※１） 

 

つまり、現代文分野・古典分野に関係なく、今日の高等学校の国語科の授業においては教

材に依存している一方的な講義形式の授業が、本研究のテーマに関係する古典の授業にお

いては学習者の意欲が低下していることが問題視されている。古典の授業についてこれら

の課題を解決するためには「学習者の発言で展開していく授業」で、なおかつ「古典に対す

る学習意欲を高められるような授業内容」が必須と考えられる。 

また、「古典に対する学習意欲を高める」という点で、教育課程部会は「高等学校の課題

としては、古典の学習について、日本人として大切にしてきた言語文化を積極的に享受して

社会や自分との関わりの中でそれらを生かしていくという観点が弱く、学習意欲が高まら

ないことが挙げられている。（※２）」（下線は報告者による）と述べており、学習者の学習

意欲が低い原因は言語文化の継承者としての自覚が足りていないことだとしている。裏を

返せば、「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分との関わりの中
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でそれらを生かしていくという観点」を強めることで、学習意欲が高まる可能性があると考

えられる。 

 今日の課題と解決策についてまとめる。今日の高等学校の国語科の授業においては教材

に依存している一方的な講義形式の授業が行なわれており、特に古典の授業においては言

語文化の継承者としての自覚が足りていないまま学習を行なっていることで、古典に対す

る学習意欲が低い「古典嫌い」の学習者が一定数存在しているという課題がある。この課題

を解決するために、①「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分と

の関わりの中でそれらを生かしていくという観点」を強めた②「古典に対する学習意欲を高

められるような授業内容」で、③「学習者の発言で展開していく授業」を行なっていく必要

がある。 

 ①「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分との関わりの中で

それらを生かしていくという観点」を強めるために、自身の日常生活の中で言語文化が継承

されていることを実感し、その意義について学習者自身が考えられるような授業内容や発

問を用意したい。②「古典に対する学習意欲を高められるような授業内容」にするためには

①の要素は不可欠であり、教材の内容は学習者の興味を引くものであることが必須である。

③「学習者の発言で展開していく授業」にするには、学習者が生まれてきてから今まで、無

自覚に抱いてきた言語感覚や既有知識をうまく活用することが大切である。日本に生まれ

た日本語母語話者ならば無意識に日本の言語文化に触れてきている。そんな学習者だから

こそ理解できる言語感覚を扱った発言や活動を取り入れることで、無自覚なものを自覚さ

せたい。また、先述したとおり、現在の高校１年生は学習指導要領の改訂によって小学生か

ら古典に触れてきている。そのため、小学校入学から中学校卒業までの９年間で、多少なり

とも古典に関する知識を有しているはずである。授業内容や発問で、学習者の知識によって

展開できるものがあれば組み込んでいきたい。 

 

 

第２節 高等学校国語科指導要領の改善の方向性 

 前節では高等学校国語科の古典の授業における今日の課題と改善策を考えた。本節では、

現在の学習指導要領における改善の方向性をみていく。 

平成 30年告示の学習指導要領において、これまでの「国語総合」に代わる新たな科目と

して「現代の国語」と「言語文化」が必修になった。いわゆる現代文の分野が前者で、古典

の分野が後者の科目である。この点について、以下のように述べられている（下線は報告者

による）。 

 

国語は，我が国の歴史の中で創造され，上代から近現代まで継承されてきたものであり，

そして現代において実社会・実生活の中で使われているものである。このことを踏まえ，
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後者と関わりの深い実社会・実生活における言語による諸活動に必要な能力を育成す

る科目『現代の国語』と，前者と関わりの深い我が国の伝統や文化が育んできた言語文

化を理解し，これを継承していく一員として，自身の言語による諸活動に生かす能力を

育成する科目『言語文化』の二つの科目を，全ての高校生が履修する共通必履修科目と

して設定する。（※３） 

 

従来、「古典」として区切られてきたことで、「古典」と「現代文」の二つが独立したもの

として扱われてきたが、両者は決して区切られるものではなく連続したものである。この連

続性を理解し、現代に生きる私たちとのつながりを実感する。そして、言語文化を継承して

いく自覚を持つために一つの教科として新設されたことがわかる。 

また、学習指導要領解説には、「文化としての言語，文化的な言語生活，多様な言語芸術

等」という三つの要素に重点が置かれている。これらは断続することなく受け継がれている

ことから、連続性の中で捉えられるべきである。そのため、「言語文化」ではその連続性、

継承されてきた意義、成立時期関係なしに作品同士の関係性に立ち入ってこそ言語文化を

扱う意義があると考える。 

また、教材選定についても検証していく必要があるだろう。本研究の対象である高校１年

次は様々なジャンルの古典作品を一通り触れることが目指され、一つの作品をじっくり読

むということはあまりされない。そのことが、第１節でも触れた、教材への依存度が高いと

いう問題につながっているのだと考えられる。そのため、授業での扱い方次第で、一つの作

品を読んだだけでも言語文化が受け継がれていることを学習者が自覚でき、継承していく

姿勢をつくるような取り組みを考えていきたい。本研究がその切り口の一つになることを

目指している。 

 

 

第３節 研究の動機 

第１節で、「古典嫌い」が多い原因として、一方的な講義形式の授業と言語文化の継承者

としての自覚が足りないことによる学習者の意欲の低下があることを述べた。それらの解

決策として、「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分との関わり

の中でそれらを生かしていくという観点」を強めた「古典に対する学習意欲を高められるよ

うな授業内容」で、「学習者の発言で展開していく授業」を提案した。 

第２節においては、これまでは現代とは切り離されてきた「古典」と現代に生きる私たち

とのつながりを実感し、継承者としての自覚を持つことを目指した「言語文化」が新設され

たことを受け、「言語文化」で扱う内容と教材選定の必要性に言及した。 

上記した課題と解決策を授業実践で検証していくが、授業実践に際して、三つの研究の柱

を立てた。一つ目は「作品の内容がおもしろいと思える」こと。二つ目は「既有知識が『役
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に立った』と思える」こと。三つ目は「現代・実社会とのつながりが感じられる」ことであ

る。これは改善策として述べた「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会

や自分との関わりの中でそれらを生かしていくという観点」を強めた「古典に対する学習意

欲を高められるような授業内容」で、「学習者の発言で展開していく授業」を目指して立て

た柱である。一つ目の「作品の内容がおもしろいと思える」の「おもしろい」とは、滑稽で

笑えるという「おもしろい」の意味より、興味深いという「おもしろい」の意味のほうで考

えた。表面的な理解にとどまらず、学習者が内容について考察したりじっくり読み深めたり

したいと思わせられるような授業を目指したい。二つ目の「既有知識が『役に立った』と思

える」ためには、学習者がこれまで生きてきて無自覚に有している言語感覚を活かした授業

にすることが目指される。無自覚ながらも、学習者の中には少なからず、それでも確かに、

日本に生きる者独自の言語感覚が身につけられているはずである。しかし、学習者自身はそ

れに気付いていない。そこで、授業を通して、無自覚に抱いている言語感覚を自覚させるよ

うな活動を取り入れていきたい。また、先述したとおり、小学校から中学校までの約９年間

で得た知識もある。それらも無駄にせず、むしろそれをもとに展開していく授業を組み立て

たい。三つ目の「現代・実社会とのつながりが感じられる」ようにするために、授業だけに

閉じさせず、現代を生きる学習者自身や実社会の中にも古典作品とつながる部分、通じる部

分があることを探させて、決して切り離されたものではないと実感させられる内容にした

い。以上の三つの柱をもとに、授業を計画していく。 
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第２章 先行研究の整理と現状分析 

第１節 研究主題に関する先行研究 

 本研究で対象とするのは、入門期である高校１年生である。入門期の古典の指導について、

渡辺春美氏は「楽しく、発見（感動）のある授業」を積み重ねることが必要であり、そのた

めには、「教材それ自体と生徒の実感に基づく読みが大切にされる」、「内容（価値）に真っ

すぐに触れる授業が試みられねばならない」と述べている（※４）。従来行われてきた文法・

語彙・修辞技巧等を中心に扱うような「言語技能学習」ではなく、古典の価値に触れるよう

な「価値学習」をすることで、「古典の授業は豊かに活性化していく」としている。たしか

に、「価値学習」を重視することによって、学習者の古典に対する興味関心は高まると考え

られる。しかし、だからといって「価値学習」に傾倒しすぎると、わざわざ古典で読む必要

がなくなってしまう。では、「価値学習」を行ないつつも、それが古典である必要性を学習

者に感じさせるためにはどうすればよいのか。 

世羅博昭氏は、古典を読むことについて「古典の内容に着目して読む視点」と「古典を言

語表現に着目して読む視点」があると述べ（※５）、後者は現代日本語の背後にある「日本

人のものの見方・捉え方」、「歴史性や将来の日本語のあり方」を考えることに機能するとし

ている。つまり、古典の言語表現から、日本人の感性や日本語のこれまでとこれからを考え

ることができるということである。このことから、「価値学習」を行ないつつ、古典である

必要性を感じられるような授業をして「言語表現に着目して読む視点」も身に着けさせるこ

とで、本研究のキーワードである「現代とのつながり」を、内容面からも表現面からも感じ

させることができると考えた。 

 さらに、「言語技能学習」のような内容を授業で扱うことについて、杉村千亜希氏は「『こ

とば』自体を相対化してとらえる学習」の可能性を提示している（※６）。古典に頻出する

言葉や試験などで問われることの多い言葉の主な意味を覚えるという単純な作業に終始し

てしまうのではなく、変遷を追うことで「辞書的な言葉の意味と、『場』における語彙の関

係など、言語について的確に学ぶ機会」にできるからだ。 

 以上のことをふまえ、「価値学習」と「言語技能学習」が両立している授業実践にしたい。 

 

 

第２節 学校現場の実際 

 授業実践をするにあたり、教師と学習者の双方の考えについて調べるためにアンケート

調査を行なった。 

まずは、協力校の国語科の先生方７名に行なったアンケートの質問内容と結果、またそれ

から読み取れることを述べる。アンケートの質問内容は以下の通りである。 
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１．古典に苦手意識を抱いている生徒は多いと感じますか。 （はい：７名 いいえ：０名） 

２．今現在、古典の授業での悩みや困り事はありますか。  （はい：６名 いいえ：１名） 

３．２で「はい」と答えた方 → どのような悩み・困りごとですか。 

  ２で「いいえ」と答えた方 → 過去にあった悩みや困りごとを教えてください。 

 

【学習者に起因する意見】 

・基礎的事項（文法・単語・句法）の定着が厳しい生徒が多い。 

・古典に興味がなく、学習意欲が低い。 

・予習の段階で、自分で考えたり調べたりできていない。 

・基礎的なことの理解が追い付かず、その先のおもしろさまでたどりつかない。 

 

【教師に起因する意見】 

・一定レベルの基礎的事項を理解していない生徒へのアプローチがわからない。 

・点数がとれないことで苦手意識が強くなってしまうのを防ぐためにテスト対策を重点的に

やった結果、古典を楽しめる時間になかなかできない。 

・教材不足、自身も知識不足。 

・興味を持つきっかけづくりが難しい。 

 

１．古典に苦手意識を抱いている生徒は多いと感じますか。 （ はい ・ いいえ ） 

２．今現在、古典の授業での悩みや困り事はありますか。 （ はい ・ いいえ ） 

３．２で「はい」と答えた方 → どのような悩み・困りごとですか。 

  ２で「いいえ」と答えた方 → 過去にあった悩みや困りごとを教えてください。 

４．生徒が古典を学ぶ意義は何だと考えていますか。 

５．古典の授業を通して、どのような生徒になってほしいと考えていますか。 

６．生徒とご自身にとって理想の古典の授業はどのようなものだと考えますか。 

７．生徒が古典に苦手意識を抱かないように工夫されていることがあれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、以下にアンケート結果と読み取れることを述べる。なお、ほぼ同趣旨の回答につい

てはまとめて記し、自由記述は内容を損なわないようにまとめている。 

 

 

古典の授業を担当されている各学年の先生方を対象としていることから、今回授業実践

を行なう１年生に限らず、全学年で、古典に対して苦手意識を抱いている学習者が多いこと

がわかる。 

 

 

 協力校には新人の国語の先生はいないため、中堅からベテランの先生方でも古典の授業

に対する悩みや困り事はあるようだ。 
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４．生徒が古典を学ぶ意義は何だと考えていますか。 

 

【古人の考えを理解すること】 

・自他の人間理解をすること。 

・当時の人々のものの見方・考え方を学ぶこと。 

・その作品にこめられた思いや、それを受け入れた人たちの思いについて考えること。 

・昔の人間（貴族）は知性や品性を重んじていることを知ること。 

 

【古代から現代へ受け継がれている考えを理解すること】 

・人間はいつでも同じ思いを抱えていることを知ること。 

・日本に多大な影響を与えた思想や故事成語・歴史を漢文で学ぶことで、日本人のものの考え

方のルーツを学ぶこと。 

・言語文化の変遷を知り、自分自身の言語感覚を磨くこと。 

・古典作品が現代とは切り離されたところにあるのではないと気づくこと。 

 

【その他】 

・先人の文化・思想の生き方を直接学べるよう入口に立つ機会を得ること。 

・表現も含めて言語文化の連続性を保つ日本と、何かしら変化が生じた他国の事例との差に思

い至り、文化が継承される意味を考えること。 

・模索中。 

・日本で暮らす人が日本の文化を学ぶこと。 

・社会のあり方を学ぶこと。 

 

 前章第１節で述べたような、古典への興味がなく学習意欲が低いという課題がここでも

みられた。先生方は、学習者が古典に興味を持つように様々な工夫や取り組みを行なってい

るものの、その思いが学習者には届いていないのが現実のようだ。また、学習意欲が低いこ

とで基礎的事項の定着が厳しく、学習者がその先の本文のおもしろさまで読み取る余裕が

ないことがこの質問でわかった。教師の思いと学習者の意識の差が生まれてしまう原因に

ついては不明であるため、研究を通して考えてみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 古典作品を通して古人の考え方に触れて、日本人に根付き、大切にしているものの見方・

考え方を知ることが古典を学ぶ意義だと考えられている先生がほとんどだった。現代との

つながりを意識させることが今回の研究テーマであるが、作品を通して古人の考えを読み

取り、共通点を知ることで、古典世界と現代は決して切り離されていないと知り、つながり

を意識するようになることを、協力校の先生方も考えられているようである。 
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５．古典の授業を通して、どのような生徒になってほしいと考えていますか。 

 

【人間性に関する意見】 

・人の考え・社会を理解しようとし、自分の考えを向上させるというサイクルがある生徒。 

・わからないことを調べ、考え、先人の知に学ぶ生徒。 

・幅広く教養のある大人になってほしい。 

・人間尊重ができる生徒。 

・論理的、想像的な思考ができる生徒。 

・いつの時代も人は、変化していく面と変わることのない面があり、その共通点・相違点に気

づき、そこから学びとろうとする人であってほしい。 

 

【その他】 

・自ら古典に親しみ、語彙力を豊かにして、国語を正しく使えるような大人になってほしい。 

・大人になったときに「古典を読もうかな」と思ってほしい。 

 

６．生徒とご自身にとって理想の古典の授業はどのようなものだと考えますか。 

 

【先生方が考える、生徒にとっての理想の授業】 

・教え込まれるのではなく、生徒自身で学びとる授業。 

・短期的にも長期的にも得るものがある授業。 

・楽しく学び、意見を交換できる授業。 

・文法と内容が理解でき、受験につながるような授業。 

 

【ご自身にとっての理想の授業】 

・生徒に「底知れない」と感じさせる授業。 

・５～８人の少人数で、じっくり読んで気付きや学びを交流するような授業。 

・一方的に教えるのではなく、生徒自らが学び理解できるようにする。 

・実際に教師が教えていたとしても、生徒が発見し学んでいるように感じる授業 

・文法・内容ともに理解しやすく、古典のおもしろさが伝わるような授業。 

・どんな教科も、生徒自身を含めた「人間」のあり方の探求として他の自然科学・社会科学と

関わらせて教え、そういう方向で生徒も学べる授業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどの先生が、古典の授業を通して生徒の人間性を育むことを重視されていた。古典

に限らずあらゆることから学び、行き詰まれば先人の知恵を借り、学んだことを様々な方面

に生かす姿勢や柔軟な考え方を身に着けている人になることは実社会で必要である。教科

に閉じない汎用的な資質・能力を育むことで、学習者が古典を学ぶ姿勢も少しは変化してく

るだろう。 
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７．生徒が古典に苦手意識を抱かないように工夫されていることがあれば教えてください。 

 

【視覚的な理解を促す工夫】 

・図や絵、NHK for school や YouTube などのコンテンツを用いる。 

・一人芝居を行なう。 

・導入に興味関心を持たせるために動画サイトを活用する。 

 

【現代とのつながりを意識させる工夫】 

・古典の面白味や昔の人の考え方に触れ、自らの生活に引き寄せて考えられるように心がけて

いる。 

・汗も涙も流す人間であったと、作者や登場人物に共感を覚えるよう、まず人の生き方や主張

に興味を持たせたい。 

・最近であれば、春秋戦国時代の中国が題材の人気な漫画などとつなげて話すことが多い。 

・漢文においては、日本語や日本の文化と切り離せないものとして意識させる。 

 

【指導方法の工夫】 

・覚えていないからと叱らず、優しく何度も教える。 

・音読や基礎的事項を何度も繰り返し指導する。 

・背景を説明する。 

・面白さを自身で発見した上で授業を行なう。 

・自分がやりたくない、つまらないと思うことを授業でしない。 

・教科書に掲載されているもの以外の作品も紹介する。 

・「生徒が～できる」という目的を持って授業を行なう。（ただし、「生徒が～できる」は応用

可能な知識であること。） 

 

 

 

 

 

教師側としても、前章第１節で述べたような一方的な講義形式ではなく、学習者が話し合

いながら考えを深めていける授業を理想としていることがわかった。しかし、質問項目２の

回答をみるとわかるように理想と現実の乖離があるようで、そもそも生徒の興味関心があ

る程度ないと理想の授業に近づけることは難しそうである。また、協力校が進学校というこ

ともあり、試験に向けた文法・単語・句法などの基礎的事項をしっかりと理解できる授業を

目指されている先生が多いのかと考えていたが、内容のおもしろさや考えることの楽しさ

を感じさせることを理想とする先生が多数いた。この結果から、本来は内容のおもしろさに

重点を置きたいが、古典に対する生徒の興味関心が薄いことで基礎的事項がなかなか理解

できない、しかし受験では必要なため度外視するわけにもいかない、ただそこに時間を費や

してしまうとその先にあるおもしろさまでたどり着くことができず、生徒は古典を学ぶこ

とを楽しいと思えないという状況だと捉えられた。 
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 次の質問で、当てはまる数字に丸をつけてください。 

（４＝強くそう思う ３＝そう思う ２＝そう思わない １＝全くそう思わない） 

 

⑴古典の授業は好きですか。（ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ） 

⑵古文の作品を読むことは好きですか。（ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ） 

⑶⑵でその数字に○をつけた理由を教えてください。 

⑷漢文の作品を読むことは好きですか。（ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ） 

⑸⑷でその数字に○をつけた理由を教えてください。 

⑹中学校までの古典の授業で、印象に残っていることを教えてください。 

⑺配慮してほしいことがあったら教えてください。 

 どの先生も、重点を置く部分は違えど、生徒がなるべく苦手意識を抱かないように工夫さ

れている。基本的には授業中に提示する話題や、指導の工夫が多い。授業内容の工夫につい

ては各教材によって異なるため、ここではどの教材でも工夫されていることを記述された

ようだ。「古典をできるだけ身近に感じ、おもしろさを知ってほしい」というのはどの先生

にも共通することであり、故に、先生方から見て、学習者は「古典が自分とは切り離された、

難しいもの」という意識を持っていると考えられていることが読み取れる。先生方の創意工

夫がみられるものの、有効性が感じられないことに疑問や悩みを持つ姿もみられた。 

 

 

第３節 国語科の古典の授業に対する意識調査 

 前節において、協力校の先生方は、学習者が古典に対して「自分とは切り離された、難し

いもの」という意識を持っていると考えられており、古典を「古典をできるだけ身近に感じ、

おもしろさを知ってほしい」という思いで様々な工夫をされていることがわかった。 

 では、学習者は古典の授業に対してどのように考えているのか。本研究の授業実践を行な

った高校 1 年生の４クラス、計 134 人に対して各実践前にアンケートで調査を実施した。

A～C 組の実施時期は高校 1 年生の５月中旬である。【第４章 授業実践その２】を行なっ

たＤ組のみ、高校１年生の 10 月中旬に実施した。また、Ｄ組は扱う内容に合わせて質問項

目を追加しているため、４クラスに共通する質問内容を以下に記す。追加した質問項目につ

いては、第４章のはじめに記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の質問内容が書かれたアンケートを行なった結果と、それから読み取れることを以

下に述べていく。なお、ほぼ同趣旨の回答についてはまとめて記し、自由記述は内容を損な

わないようにまとめている。 
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⑴古典の授業は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⑴は学習者がこれまで受けてきた古典の授業について、好きかそうではないかを問うも

ので、段階形式を用いた。結果は２（＝そう思わない）が全体の約半数を占める結果となっ

た。しかし、約３割の生徒は古典の授業を好きであるとわかった。この質問は授業が好きか

聞くものであるため、以降の質問で古文・漢文で書かれた作品を読むことが好きか問うた。 
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⑵古文の作品を読むことは好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷漢文の作品を読むことは好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9%

14%

68%

9%

A組(35名)

5%

17%

67%

11%

B組(36名)

0%

30%

61%

9%

C組(33名)

7%

30%

50%

13%

D組(30名)

5%

22%

62%

11%

全体(134名)

6%

14%

71%

9%

A組(35名)

5%

17%

67%

11%

B組(36名)
0%

21%

79%

0%

C組(33名)

3%

30%

50%

17%

D組(30名)

4%

20%

67%

9%

全体(134名)



13 

⑶ ⑵でその数字に○をつけた理由を教えてください。 

 

「４（＝強くそう思う）」と回答した理由 

・作者の伝えたい意味が分かるとおもしろいから。 

・意味が分かったうえで読むと面白いのと、独特の言い回しが好きだから。 

 

「３（＝そう思う）」と回答した理由 

・昔の日本の物語を、文字を通して読めることがすてきだと思うから。 

・現代語訳をするのは好きではないけど、音読をするのは好きだから。 

・意味が分かるとうれしいから。 

 

「２（＝そう思わない）」と回答した理由 

・授業は好きだけど、作品は何を話しているのかわからないから。 

・あまり古文の作品を読んだことがないから。 

・今の言葉と親しみをあまり感じないから。 

 

「１（＝全くそう思わない）」と回答した理由 

・現代語訳も、人の心情や場面の情景を思い浮かべるのも難しいから。 

・訳をするのが大変だから。 

 

 

 

 ⑵・⑷の回答では２（＝そう思わない）が全体の６割を超えることから、古文や漢文の古

典作品を読むこと自体は好きではないが、⑴の結果から先生方の声掛けや工夫によって授

業は好きだという学習者もいることが読み取れた。また、漢文については２（＝そう思わな

い）と答えた学習者が全体の約７割いるため、古文よりも漢文に対する苦手意識のほうが強

いとわかった。 

では、それぞれの回答の理由をみていく。⑵「古文の作品を読むことは好きですか。」の

理由を尋ねた⑶の回答の例は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵において４（＝強くそう思う）・３（＝そう思う）を選んだ学習者の、古文作品を読む

ことが比較的好きな理由として、内容や現代にはない表現のおもしろさ、音読を通して語感

を楽しめることなどが挙げられていた。２（＝そう思わない）・１（＝強くそう思わない）

を選んだ学習者の、古文を読むことが比較的好きではない理由として、そもそも読む機会が

少ないこと、言葉の変遷が感じられないこと、言葉の理解が進まないこと、それに伴って現

代語訳ができずに物語の背景や心情を考えられないことなどが挙げられた。この結果から、

古文における苦手の改善方法として、読む機会を増やすことや、言葉の語源や語義について

触れることで言葉は現代まで受け継がれていることを理解させること、現代語訳は内容を
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⑸ ⑷でその数字に○をつけた理由を教えてください。 

 

「４（＝強くそう思う）」と回答した理由 

・古文より分かりやすいから。 

・心が穏やかになるから。 

 

「３（＝そう思う）」と回答した理由 

・スムーズには読めないけど、返り点がゲームみたいでおもしろいから。 

・古文より読むのが難しいけど、読めたときの達成感があるから。 

・教訓みたいなのがあっておもしろいから。 

 

「２（＝そう思わない）」と回答した理由 

・漢字ばかりで難しいし、レ点などのルールが大変だから。 

・内容は面白いとわかっているけど、読むのが面倒くさいから。 

・意味などを覚えていないからわからないから。 

 

「１（＝全くそう思わない）」と回答した理由 

・漢文単体で読めないから。 

・読み方や訳などが難しいから。 

 

・ 

 

 

 

楽しむための手段であり、正解は一つだけではないと意識させることなどが挙げられる。こ

ういった方法をとり、苦手意識がなくなったところで、内容や表現、語感を楽しめるような

授業を行なっていくことにより、古文を読むのが好きになる可能性があることをこのアン

ケート結果から見出すことができた。 

 次に、⑷「漢文の作品を読むことは好きですか。」の理由を尋ねた⑸の回答の例を提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢文については、漢字に関する知識の有無が漢文を読むことの苦手意識につながってい

ると読み取れた。漢字の字義を知っていればなんとなくでも現代語訳ができるものの、それ

を知らないが故に「読めない」「わからない」と思ってしまう。また、内容を理解するため

に、訓読文から書き下し文にするという一工程が必要なことで「面倒くさい」「大変」とい

った印象も抱いてしまう。⑷において、４（＝強くそう思う）・３（＝そう思う）を選んだ、

漢文を読むのが比較的好きな学習者の中には、「面倒くさい」と思われる反面、規則的でゲ

ームのような返り点を楽しむ者もいたり、内容が教訓のようで勉強になることからおもし

ろいと感じる者もいたりと、表面的な楽しさから漢文を読むことが好きな学習者と内容の

おもしろさから漢文を読むことが好きな学習者の２パターンがみられた。目指すのは、表面
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⑹中学校までの古典の授業で、印象に残っていることを教えてください。 

 

【古文の作品】 

・竹取物語 

・枕草子 

・古今和歌集  など 

 

【古文に関すること】 

・ゑなど今は使われていない文字があること。 

・言葉遊びがきれいだなと思った。 

・古典特有の読み方などが難しい。 

 

【漢文の作品】 

・漁夫の利 

・矛盾 

 

【漢文に関すること】 

・返り点 

・レ点、一二点などをつける授業 

的なおもしろさ・楽しさにとどまらず、内容について考察をしたりリズムの良さを感じたり

することのできる授業である。しかし、返り点のルールが理解できなければ内容にたどりつ

けないこともあり、ルールの理解に多くの時間を割いてしまう教師も少なくはないが、学習

者は中学時代に返り点について学習済みである。そこで、中学時代に得た知識をもとに展開

していき、内容については熟語を考えさせて字義を推測できる力をつけられるような授業

にすることで苦手意識が薄れる可能性があるとわかった。 

次に、⑹「中学校までの古典の授業で、印象に残っていることを教えてください。」で、

中学校までの既習事項を尋ねた。漢文の苦手意識を払拭する方法として上記した内容にも

つながる質問である。回答を以下に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 漢文に関することよりも古文に関することをより鮮明に覚えているようである。古文に

ついては、作品だけでなく、記述した作品の内容で覚えている部分や暗唱したことを書いて

いる学習者も多かった。他には、百人一首大会を行なったことや俳句を作成したことなどの

活動に関する記述もあった。漢文については返り点の記述が多く、上記した漢文に対する苦

手意識を払拭する手段は授業実践の際に取り入れることができそうである。 

 ⑺「配慮してほしいことがあったら教えてください。」については、声や板書の字の大き
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さなどについての記述であり、ここで特筆すべき事項はないため省略する。 

 

 

第４節 研究の方法 

授業実践その１は、協力校１年生の A・B・Cの３クラスを対象に、５月中旬から全７時

間で行なった。授業実践その２は同校同学年の D 組を対象に、１０月中旬から全５時間で

行なった。なお、教材はいずれの単元も、『精選言語文化』（東京書籍 令和３年度検定済）

を用いた。 

事前のアンケートによって学習者の現状を把握し、単元ごと、授業ごとに授業計画を工夫

した。また、単元終了後に、A・B・C の３クラスには事前アンケートの⑷と対応させて「現

在、漢文の作品を読むことは好きですか。」という質問を、D 組には事前アンケートの⑵と

対応させて「現在、古文の作品を読むことは好きですか。」という質問をした。単元ごと、

授業ごとの工夫は第３章・第４章で詳細を述べる。単元終了後の質問の結果は第５章の第１

節に提示する。 

 なお、授業実践その１は３クラスで実践したが、授業日程によって試行にならざるを得な

いという理由と、学校行事等の都合で連続性に欠けるという理由から、次章では授業日数・

授業内容・出席人数が担保された B 組での実践を詳細に報告することとする。 
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第３章 授業実践その１（「故事成語」の実践から） 

 前章までの実態を踏まえ、以下の実践を行なった。 

 

第１節 実践の概要 

【第 1 時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

・「故事成語」を読むために必要な知識の復習を行なうことを説明する。…① 

○展開 

・『論語』の一節で返り点・書き下し文の確認を行なう。…① 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第２時】 

○導入 

 ・本時の流れを伝える。 

 ・前時の復習と「格言」の訓読を行なう。…① 

 ○展開 

 ・例文で訓読と書き下し文の確認をする。…① 

 ○まとめ 

 ・再度、「格言」と例文を訓読させる。 

 ・本時の振り返りを行なう。 

 ・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第３時】 

○導入 

 ・本時の流れを伝える。 

 ・前時の復習を行なう。 

・前時に提示した例文（「百聞不如一見」「温故而知新可以為師矣」）を訓読する。 

○展開 

・例文の現代語訳を行なう。…① 

・今でも漢文が日本に浸透している理由を考えさせる。…② 

○まとめ 
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 ・例文を訓読する。 

 ・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の予告をする。 

 

【第４時】 

○導入 

・本時の流れを伝える。 

・前時までの復習を行なう。 

・「推敲」を聞いたことがあるか尋ねる。 

○展開 

・『推敲』本文を訓読する。…① 

・『推敲』の書き下し文を確認する。…② 

○まとめ 

・『推敲』本文を訓読する。…① 

 ・本時の振り返りを行なう。 

 ・次回の授業の予告をする。 

 

【第５時】 

○導入 

・本時の流れを伝える。 

・前時までの復習を行なう。 

○展開 

・『推敲』本文を訓読する。 

・脚注を参考にして『推敲』の現代語訳を考えさせる。…① 

○まとめ 

 ・本時の振り返りを行なう。 

 ・『推敲』本文を訓読する。 

 ・次回の授業を予告する。 

 

【第６時】 

○導入 

・本時の流れを伝える。 

・前時までの復習を行なう。 

○展開 

・『推敲』本文を訓読する。 

・『推敲』のロールプレイの際に用いる原稿を作成させる。…① 
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・ロールプレイを行なう。…② 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

 

【第７時】 

○導入 

・本時の流れを伝える。 

・前時までの復習を行なう。 

○展開 

・ロールプレイをもとに『推敲』の学習内容をまとめる。…① 

○まとめ 

 ・本時と単元の振り返りを行なう。 

 ・アンケートをとる。 

・理解度チェックをするように伝える。 

 

 

第２節 実践の工夫とその効果 

第３章の第１節で行なった実践について、以下、各時の工夫や学習者の反応を見ていくこ

とにする。 

 

【第１時】 

第 1時では、これから「故事成語」を学んでいくために必要な訓読の仕方を学習者が身に

着けることを目標とし、学習者にも「これからおもしろい話を読むために少しだけ復習の時

間をとる」と伝えた（導入①）。復習といっても、中学校までの既習事項は各学校の国語科

の教員によってばらつきがでる。それゆえに、返り点や書き下しの方法などを一から説明す

るような授業が従来行われてきた。中学校の時点で返り点や書き下し文などの要素は習っ

ているはずであるが、その知識をないものとして扱うことで、中学校の学習内容をもう一度

繰り返しているだけになってしまう。そのため、中学校までに得た知識を学習者自身に発言

をさせて訓読の仕方の復習を進めるために、中学校で扱ったであろう『論語』の「学而時習

之」の一節を例に出して授業を行なった（展開①）。 

 以上の工夫を踏まえ、期待できる効果を述べたい。まず、導入の時点で本単元また本時で

どのようなことを行なうか伝える際に、学習者に目的意識を持たせたい（導入①）。「おもし

ろい話を読むための復習」であり、テストや入試のための授業ではないことを学習者が念頭

に置くことで、少しでも苦手意識を軽減することができると考える。次に、中学校で学んだ

ことをもとに授業を進めていくことで、学習者が聞いたことのない文を例に出すよりも意
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欲を持って授業に取り組むことができると考える（展開①）。 

これらの工夫による学習者の反応を述べる。第１時は、学習者にとっては中学校の学習内

容の復習にあたるもので、学習者の反応をみたところ、部分的に覚えていることを思い出せ

たようである（導入①）。振り返りシートを見たところ、「忘れていた」や「思い出せた」と

いった内容を対象クラスの学習者の約５割（３４人中１６人）が記述しており、中学時代に

漢文について多少なりとも学んだ記憶があるということがわかった。本時の最初に「中学校

で漢文について学んだこと」を学習者に聞いたところ、レ点や書き下し文などの単語が出て

きていた。しかし、十分な知識をそこで思い出すことができていた学習者は少ない。学習者

の中で「なんとなく」で覚えていた曖昧な記憶を、『論語』の一節を用いて明確な知識にで

きたといえるだろう（展開①）。この曖昧な状態というのが、むしろ学習の意欲を高める良

い機会である。何も知識がない状態より、曖昧であっても少し知識のある状態のほうが、何

かきっかけを与えることで自分から学習に向かう姿勢が生まれやすい。実際に振り返りで

は数人が「復習したい」や「これから思い出していきたい」など、意欲を見せる内容を記述

していた。学習者にとって「中学時代に学習したことを思い出したい」と思うその動機付け

として、第１時の取り組みは有効であるといえる。 

 

【第２時】 

 第１時で行なった内容の復習を兼ねて、教科書に載っている「格言」を使い、正しく訓読

ができているかどうか確認をした（導入①）。その際、教科書の本文の横に読む順番、下に

書き下し文が赤字で書かれていたため、そこを手で隠すように指示した。中学校までの既習

事項と本単元の第１時の内容を思い出させるためにこのような指示を行なった。本時のま

とめでも同様の方法で訓読させた。 

 展開では、学習者が一度は耳にしたことがあると考えられる漢文の一節（「百聞不如一見」

「温故而知新可以為師矣」）を例に訓読と書き下しの仕方の確認をした（展開①）。第１時と

同様に、聞いたこともない上にこれから聞く機会があるかも分からないような漢文を扱う

よりも、一度は耳にしたことがある漢文のほうが意欲的に取り組めるだろうと考え、上記の

二文を用いた。さらに、意欲を高める手段として、訓読と書き下しの際は班活動をさせた。

普段は教師に不明点の質問をためらってしまう学習者や、訓読と書き下しが一人ではでき

ない学習者も、班活動を行なうことで、つまずいているところを班員に質問したり互いに確

認したりしながら学習を進めていける。 

また、後者の例文で用いられている置き字の「矣」は、第４時から扱う「推敲」でも使用

されるため、文脈によっては「矣」が置き字として扱われることはこの時点で軽く触れるこ

とで、授業のつながりを感じるとともに実際に「推敲」を読む際に復習できることを期待し

たい。 

 最後に、第３時では現代語訳をすると予告する。「現代語訳」は前単元の『児のそら寝』

でも行なっていることから、どのように現代語訳を進めていくのかは理解しているため、心
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構えをさせておくことを目的とした。 

 以下、これらの工夫による学習者の反応である。導入で前時の復習を兼ねて「格言」を訓

読させた（導入①）。返り点が少なく比較的簡単なものについては淀みなく読めている学習

者がほとんどだった。しかし、レ点と一二点が含まれているものや、一レ点が含まれている

ような比較的複雑なものは、読むのが詰まったり声が小さくなったりしていた。そこで、指

で追いながら何度か読ませることで徐々に慣れてきている様子がみられた。 

次の展開①の、学習者が一度は聞いたことがあると考えられる漢文の例を出したことに

ついて振り返りで触れている学習者が４人いた。「知っている言葉だったためわかりやすか

った」といった意見や「大体の読み方がわかるから簡単だった」といった意見が出たことか

ら、聞き慣れないものよりも学習を進めやすいことがわかった。その一方で、「普段訓点ま

で意識しないため、聞き慣れた言葉でも返り点を施す場所を間違えた」といった意見もあっ

た。これについて、普段聞く言葉が漢文だということを意識することはないが、授業をきっ

かけに言葉の構造を意識させられる可能性を示唆するものであると考える。「身近な言葉を

深く知りたい」と記述していた学習者もいたことから、言葉の構造へ目を向けるきっかけと

なる声かけを行なうことで、学習者が無意識に触れている言語文化の存在を意識する一助

となることがわかった。 

 また、班で協力して活動を進めたことに対して、４人が振り返りで触れていた。「友人に

教えてもらいながら進めた」や「一レ点について友人に聞かれたときにうまく答えることが

できた」といった内容がみられたため、班で互いに教え合いながら学習を進め、他者への説

明を通して自身の中で知識を整理できたようである。 

 さらに１つ、第１時の振り返りとの大きな違いがあった。それは、「～できた」「～したい」

といった記述が増えたことだ。第１時では「難しかった」や「わかった」などの単純もので

あったが、第２時では「書き下し文をある程度書けるようになった」や「格言を読めた」、

「もっと読めるようになりたい」や「慣れたい」など、成功体験やこれからの目標を書く学

習者が約７割（３４人中２４人）いた。このことから、漢文の学習に対して意欲を持って取

り組む生徒が増加したことが読み取れる。 

 

【第３時】 

 本時は前時の続きで、例文の現代語訳に取り組ませた（展開①）。学習者が一度は耳にし

たことがあると予想される漢文のため、直接的な現代語訳ではなく解釈を考えてしまうこ

とを考慮し、用いられている漢字をもとに意味を推測した訳、つまり意訳ではなく直訳をす

るように指示した。そうすることで、初見の漢文でも、使用されている漢字からどのような

内容なのかを予想しながら読むという汎用的な能力が身につくことを期待できると考えた

からである。 

 現代語訳が終わった後、今でも漢文が日本に浸透している理由を考えさせた（展開②）。

学習者に「なぜ私たちは漢文を学ぶ必要があるのか」という問いを投げかけ、その反応を窺
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った。大半の学習者は「昔の人の考えを知るため」という意見や「読んだ人が大事だと思っ

てきたから」といった意見を持っていたため、班での意見交流や全体への発表を通してクラ

スで意見を共有した。そのうえで、さらに深く考えさせるために「なぜ漢文を書いて残して

きたのか」を考えさせた。この問いに関してはほとんど意見が出なかったため、こちらから

「先人たちがその場面に直面した際に後悔したから、残らない言葉ではなく残る文字で書

き継いできた」という可能性を提示した。さらに、ひとつ前の「なぜ漢文を学ぶのか」とい

う問いの答えについて、語彙が増えることへの楽しさや嬉しさにつながることを期待し、

「日常生活の語彙に故事成語がふと出てくると格好いいから」という表面的な答えも付け

加え、「漢文を学ぶ意義」「漢文を書き継ぐ意義」を確認した。 

 最後に例文の訓読を行なった。これは漢文の語順や語調を意識させるという目的で、毎時

間、導入時とまとめ時に訓読を繰り返し行なっているものである。 

 では、学習者の反応を述べる。現代語訳をすることについて約４割（３２人中１２人）の

学習者の振り返りに「難しい」との記述がみられた（展開①）。その一方で、「現代語訳をす

ると意味がわかって自分のためになった」「現代語訳することで曖昧だった漢文の意味がは

っきりとして訳すことが面白いと思った」といった振り返りもあった。このことから、現代

語訳をすることで本文の内容を明確に理解できて、文章として本文を楽しむことができる

と考えられる。しかし、学習者は最初から最後まで全部自力で現代語訳をすることに難しさ

を感じてしまうため、空欄補充をして現代語訳を完成させる形をとったり、ある程度の制限

をかけて現代語訳させる形をとったりすることが望ましいと考えた。 

 また、今でも漢文が日本に浸透している理由を考えさせる活動について触れている人が

約３割（３２人中９人）いた（展開②）。「昔の人が伝えたかったことなのだとわかって少し

漢文に対する考え方が変わった」「漢文の授業を今までは適当に受けていたが、勉強する理

由がたくさんあると分かったし、使えるとかっこいいからちゃんと勉強する」といった振り

返りがあった。「日常生活で耳にする漢文がなぜ今でも残っているのか」を聞くことが、な

んとなく漢文の授業を受けていた学習者にとってはその意義を考え直すきっかけになった

ようである。漢文を表面的に読むのではなく、言葉から先人の考えや思いを読む。そこから

学ぶという意識付けをすることができたと考えられる。 

 

【第４時】 

前時までは漢文を一文ずつみてきたが、本時からは「推敲」の単元に入り、今までとは異

なる、文章としての漢文を扱うため、今までよりも訓読することが難しいと学習者が感じて

しまうおそれがある。そのため、文章としての漢文に慣れさせることを目的として訓読する

時間を多めにとった（展開①）。前時までの学習で得た知識を使って、はじめは班で訓読す

る時間を取り、その後範読し、再度班活動の時間を設けて学習者同士で読みの確認を行ない、

最後に全体で訓読をするという順番で進めた。はじめから範読をすることが一般的ではあ

るが、これまでの学習である程度の訓読はできていることを確認しているため、はじめから
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班活動で学習者同士が訓読の確認をするようにした。それでも、少しは詰まるところや読め

ないところが出てきてしまうと考えられる。そこで、自分たちの知識では読めないところを

学習者自身に認識させるために、読み方が不安な部分には傍線を引くように指示をして、そ

の後の範読で読みのメモをさせた。再び班で訓読をするとともに読みの確認を行ない、最後

に全体で声を揃えて読ませた。全体で読ませることで、声の大きさから学習者がどの部分の

読みに不安を抱いているのかをこちらが把握し、そこを再度範読して読みを確認させた。 

 これらの工夫による学習者の反応は以下の通りである。書き下し文に関してはこれまで

の時間で学習した知識を用いることにより各自でできると考え、予習としてやっておくよ

うに伝えたものの、実際に予習をしてきたのはクラスの生徒の半分ほどであった。そこで、

本来は訓読後すぐに書き下し文の確認を行なう予定だったが、班員と協力をして書き下し

をさせた（展開②）。その結果を班ごとに板書させたところ、漢字をひらがなにしたり句読

点が抜けていたりと細かい部分は修正が必要であったが、訓読の順番についてはしっかり

と理解しているようであった。班での活動にしたことで、学習者同士の教え合いが行なわれ、

板書をする際に自信を持って書いていた学習者が数人みられた。 

 その後、まとめで本時の復習として訓読をさせたが、何度も読ませたからか、書き下し文

の確認をしたからか、学習者は以前よりも大きな声を出して訓読を行なっていた（まとめ

①）。ここで、何度も訓読をして語順を確認することの意義を、学習者自身も確認できるこ

とを期待したが、このことに関する振り返りの記述は特段なかった。 

 これまでは一文程度の例文を用いてきた。今回は文章としての漢文を扱うということで、

慣れるためにも訓読の時間を多めにとったことについて、「様々な返り点があって複雑な漢

文だったが読むことができた」や「一回目は上手く訓読できなかったが、徐々に読めるとこ

ろが増えたしスピードに追い付けた」といった振り返りがあった。最初から言われたとおり

に読むのではなく、最初に読みを自分自身で考えたことで「読めない」から「読めた」とい

う成功体験をすることができたと考えられる。 

 また、書き下し文についても「最初の授業に比べて圧倒的に自分で訓読と書き下しができ

るようになったからうれしい」と、慣れがみられる生徒もいた。中学校の教科書は書き下し

文が書かれており、それを読むことがメインになるため訓読と書き下しはやらないことが

ほとんどである。そのため、高校に入ってすぐは「難しい」と感じていても、訓読も書き下

しも徐々に分量を増やし回数を重ねることで、慣れてきて自信につながることがわかる。 

 

【第５時】 

 第５時では、班で「推敲」の現代語訳をすることをメインの活動とした（展開①）。第３

時と同様に、基本的には脚注を参考にしたり漢字から意味を推測したりするように指示を

出した。その後、クラス全体で現代語訳の確認を行なった。その際、学習者１人の意見では

なく３人もしくは４人で作り上げた現代語訳を書かせることによって、第４時と同じよう

に発表に自信を持つことができるのではと考えて、第４時と同様に班で現代語訳を作り上
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げた結果を黒板に書かせることにした。 

 現代語訳の内容については、決して「完璧な現代語訳」を求めることはしないことを前提

に、基本的には学習者たちが考えたものを否定することなく、「こう変えたらより本文に近

い訳になる」と助言を加える程度で抑えた。ただし、何もかもを認めてしまうと収集がつか

ないうえに学習者も混乱してしまうため、明らかな誤りに関しては添削した。また、単語に

ついては補足を加えつつ現代語訳を進めていった。その中でも、登場頻度の高い単語や語の

意味が特殊なものについては教科書の脚注にマーカーで印をつけさせ、「これだけは覚える

ように」と伝えた。教科書の脚注の中でも必要なものだけを抽出して学習者に提示すること

で、全ての単語の意味を覚える必要がないことを把握させるためである。古典を本格的に学

び始めたばかりの高校１年生は、どの単語が大事なのか、何を覚えたらよいのかがまだ掴め

ていない。そこで、負担をあまり感じさせず苦手意識を持たせないようにするためにこのよ

うに単語を選出した。 

 今回は現代語訳を完成させることで精一杯だったようだが、今回の現代語訳をもとに第

６時では学習者に「推敲」のロールプレイの原稿を作成させる。そのために、現代語訳をし

て「推敲」の表面的な理解にとどまるのではなく、その背景や状況など、本文の内容の深い

理解を目指す。 

 これらの工夫により、学習者は以下の反応をみせた。やはり現代語訳は「難しい」という

声が複数あったものの、第３時と同様に現代語訳をすることで本文の内容を理解できると

いう声もあった（展開①）。例えば「現代語訳をすることで段々とこの文章の意味がはっき

りとわかるようになってきた」や「現代語訳を通して文の意味やストーリーがはっきりと理

解できた」などがある。また、「推敲のストーリーがわかってきて楽しい」「全く知らない話

だったが、科挙や推敲などの意味がわかると楽しかった」といった振り返りもみられた。こ

れは、第３時の考察で述べたように、現代語訳をすることで本文の内容を明確に理解できて、

読み物として本文を楽しめることの証明となるだろう。 

 

【第６時】 

 これまでの学習を踏まえて、第６時では班ごとにロールプレイを行なった。ロールプレイ

を下準備なしで行なうことは困難であるため、賈島のセリフ・表情・仕草を穴あきにしたワ

ークシートを配付し、前時に行なった現代語訳を参考にして、班で原稿を作成するように指

示をした（展開①）。その後、単元のメインの工夫であるロールプレイを行なった（展開②）。

学習者が「推敲」の世界を具体的に想像しながら登場人物を演じることで、「推敲」に没入

できると考えた。これにより、本文を読むだけでは想像がつかなかった部分を明確にイメー

ジできるだけでなく、疑問にすら思わなかったところに疑問を抱くきっかけとなることを

期待した。また、「推敲」に限らずどの作品を読む際にも、本文の表面的な理解にとどまる

のではなく、具体的な想像をすることによって本文を深く読めるようになることを目指し

た。 



25 

 では、学習者の反応を述べる。クラスの７割（３０人中２１人）が、ロールプレイの原稿

作成やロールプレイを行なったことにより、場面の状況がわかり本文の内容を理解しやす

くなったという振り返りを行なっていた（展開①②）。その他の９人のうち４人の振り返り

を引用したい。２人は「どっちも馬やロバに乗っていると思わず驚いた」、「第５時までで完

璧に理解していたと思っていたが、実際にロールプレイを行なうと疑問が出てきた。実際に

自分たちで演技して、友達と話し合わないと気付けないことだ」と、ロールプレイを行なう

ことで本文を読むだけでは疑問にすら思わなかったところに疑問を抱いたようである。ま

た、２人は「手で表現をしてみることによって、どっちの方が良いかなど色々なことを考え

られた」や「付き人にきちんと正直に話していてえらいと思った」と、自分事として内容を

理解したようである。本時の振り返りから、ロールプレイを行なうことは作品の場面の具体

的な想像や人物の心情を理解するための手段として成り立つことが明らかとなった。 

 

【第７時】 

 本単元最後の時間ということで、第４時から第６時までの計３時間分の「推敲」の復習を

行なった（展開①）。ワークシートを使い、賈島と韓愈の関係や、賈島の詩作に対する考え、

韓愈の賈島に対する接し方、推敲の語義などの問いを設け、本文をもとに学習者に考えさせ

た。賈島が詩に使う一文字を「推」にするか「敲」にするかで迷ったという背景があって推

敲という言葉が生まれたことを理解させ、言葉から出来事を考えたのではなく、出来事から

言葉が生まれたということに注意させた。 

以下、学習者の反応を述べる。第７時は「推敲」の復習ということもあり、特段気になる

振り返りはみられなかった。１人だけ、「この文章の最もキーワードとなる部分がタイトル

になっていることがわかった」と、言葉から出来事を考えたのではなく出来事から言葉が生

まれたことに触れている学習者がいた。 

 他には、担当する授業が最終回ということもあり、訓読の時間を多めにとっていたことに

ついて、「前よりすらすら読めるようになった」や「繰り返し読むことで、白文の状態でも

読むことができるようになってきた」といった、訓読が慣れてきたことを書いていた学習者

もいた。 

 

 

第３節 単元を通しての学習者の反応及び考察 

 ３１人中７人には漢文に対しての明確な意識の変化がみられた。例えば、「苦手だと感じ

ていたが、そんなに難しいものではないと思えた」や「国語の中で漢文が一番苦手で嫌な気

分になっていたが、今回の単元で漢文のおもしろみに気付くことができた」、「漢文はとっつ

きにくいイメージがあり、すごく難しいと思い込んでいたが、丁寧に訳をすることで自分で

も分かるようになったし、他の人が読んで受け取る感じが少しずつ違っていておもしろか
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った」といった振り返りがあった。これまで苦手だったものをこの７時間で好きにさせるこ

とは難しいが、「難しくない」や「おもしろい」といった考えに変えることができたという

点で、今回の取り組みの効果は十分にあったと考えられる。また、残りの２４人の意識が変

化しなかったわけではなく、「おもしろい」や「楽しい」といったことを記述していた学習

者が１４人もいた。表面的な「おもしろい」や「楽しい」なのかもしれないし、本文の内容

が「おもしろい」や「楽しい」なのかもしれない。それははっきりとはしていないが、興味・

関心にアプローチできた面もある。その理由として振り返りを個別にみていくと、授業の回

を重ねる度に「できた」「読めた」といった表現が増えてきたことが挙げられる。訓読や現

代語訳などで成功体験を積んだことが、多少なりとも苦手意識を軽減するのにつながった

のだろう。 

 さらに、「授業が終わるのが早く感じた」や「白文→訓読文→書き下し文と段階を踏んで

一つ一つに時間をとってあって、とても理解しやすかった」と時間配分は十分であったよう

である。そう感じた理由として従来の一方的な授業ではなく、学習者を主体として進めたこ

ともあると考えられる。教師の説明を聞くだけの講義形式の授業でなく、訓読・書き下し・

現代語訳など、学習者が考えたことをもとに展開するような授業を心掛けたことで、学習者

にとって丁度良いペースで進められたのだろう。 

 最後に、今回の反省として、学習者の１時間毎の振り返りが曖昧であったことを挙げる。

これを踏まえ、次回の実践ではねらいをはっきりと提示して振り返る内容を絞りたい。また、

今回は高校 1 年生の漢文の導入時期だったため、ある程度知識が蓄積された２学期や３学

期に漢文に限らず古文に関しても興味・関心を引き出せるような取り組みとして行なえる

ことを考えたい。 
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10%

56%

27%

7%

⑻和歌の内容や背景を考えることは好きですか。

4=強くそう思う 3＝そう思う 2=そう思わない 1=全くそう思わない

⑸ ⑷でその数字に○をつけた理由を教えてください。 

 

「４」と回答した理由 

・想像するのが楽しいから。 

・季節を感じられるから。 

 

「３」と回答した理由 

・和歌を使って手紙のやりとりをしていたのが素敵だから。 

・季語など、情緒を言葉にしているところがおもしろいから。 

・おしゃれで回りくどい表現が好きだから。 

 

「２」と回答した理由 

・リズム感がわからないから。 

・昔の言葉の意味が分かりづらいから。 

 

「１」と回答した理由 

・和歌に興味がないから。 

 

 

第４章 授業実践その２（「芥川」の実践から） 

 本実践では実践その１で得られた知見を活かし、以下の実践を行なった。 

 第２章第３節で述べた、事前アンケートで追加した質問項目とその回答を以下に記載す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 半数以上が３（＝そう思う）に回答したことから、古文作品を読むことが苦手だからとい

って和歌の内容を考えることが苦手というわけではないことがわかる。言葉の意味がわか

らないということよりも、表現や背景を想像して歌そのものを味わうことが好きというこ

とがわかったため、今回の単元でも歌を味わうことに重点を置いた単元計画をしている。 
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では、第４章の第１節で行なった実践について、以下、各時の工夫や学習者の反応を見て

いくことにする。 

 

第１節 実践の概要 

【第 1 時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

○展開 

・本文を音読させる。…① 

・大まかな内容を班ごとに考えさせる。…② 

・班で現代語訳を検討させる。…③ 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第２時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

・本文を音読させる。 

・大まかな内容を班ごとに考えさせる。（前時の続き） 

○展開 

・考えさせた現代語訳を確認する。（１～３行目）…① 

・配布資料を用いて古語の理解を促す。…② 

・文脈理解に関する文法事項を説明する。…③ 

・本文の内容について解釈を進め、その場面における登場人物になりきって心情を考えさせ

る。…④ 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第３時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

・本文を音読させる。 

・前時までの現代語訳を学習者同士で確認する。 
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・前時に扱った内容の訂正、補足説明を行なう。 

○展開 

・考えさせた現代語訳を確認する。（３～６行目）…① 

・配布資料を用いて古語の理解を促す。 

・文脈理解に関する文法事項を説明する。…② 

・本文の内容について解釈を進め、その場面における登場人物になりきって心情を考えさせ

る。…③ 

・「女」と「男」の身分の差について理解する。…④ 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第４時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

・本文を音読させる。 

・前時までの現代語訳を学習者同士で確認する。 

○展開 

・考えさせた現代語訳を確認する。（６～１３行目）…① 

・配布資料を用いて古語の理解を促す。…② 

・文脈理解に関する文法事項を説明する。…③ 

・本文の内容について解釈を進め、その場面における登場人物になりきって心情を考えさせ

る。…④ 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・次回の授業の内容を予告する。 

 

【第５時】 

○導入 

・本時・本単元の流れを伝える。 

・本文を音読させる。 

・本文全体の現代語訳の確認とともに前時に扱った内容の補足説明を行なう。…① 

○展開 

・学習者が「男」の立場だった場合の最後のセリフを考えさせる。…② 

・「白玉か…」の歌を提示し、歌物語における歌の役割を確認する。…③ 

・当時における「歌」の認識と文法事項について説明する。…④ 
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・本文中の「女」が「男」に同意のもとなのかについて触れる。…⑤ 

○まとめ 

・本時の振り返りを行なう。 

・事後アンケートに答えさせる。 

 

 

第２節 実践の工夫とその効果 

第４章の第１節で行なった実践について、以下、各時の工夫や学習者の反応を見ていくこ

ととする。 

 

【第１時】 

 今回の単元では、『伊勢物語』が歌物語であることを隠した状態で進める。それに伴い、

「芥川」の「白玉か」の歌を記載していない本文プリントを用意した。歌を記載しなかった

理由としては、歌物語における歌が果たす役割をより強く感じさせたいと考えたからであ

る。歌の役割は各作品によって異なるが、本教材においては物語を収束・展開させるととも

に、登場人物の心情を強く表現させる役割を担っている。また、歌物語は散文のような一般

的な文の叙述だけではなく韻文も含まれていることから、比較的思いを馳せやすい。この、

歌及び詠み手の心情に思いを馳せることが言語文化の継承者として自覚を高めることにつ

ながる。 

では、第１時の工夫について述べる。まず、展開①では前述した「白玉か」の歌を除いた

本文プリントを用いて物語部分のみを音読させる。一般的には範読して読みを確認した後、

学習者に音読させることが多い。しかし、今回は学習者が歴史的仮名遣いをどの程度理解で

きているかを確認する目的もあり、学習者に音読させてどこが読めていないのかを確認し

た後に範読を行なった。また、学習者自身が読めていないところや読み方を忘れているとこ

ろを自覚することで、「読めない」から「読めた」という成功体験を積ませることもできる。 

次に、展開②で登場人物の確認と、既に持っている知識と文脈から本文の内容をどの程度

読めるかの確認を行なった。 

展開③については、展開②の活動をより具体的なものにするために、班で現代語訳を検討

させた。わからない単語があれば本文プリントの左下に抜き出させた。全体に対して、現代

語訳は「分かる部分だけで、完璧でなくてよい」と伝えた。 

以下に学習者の反応を述べる。計３回の音読（展開①）については、１回目は班で、２回

目は全体で、その後範読を行ない、３回目は全体で正確に音読させるという展開にした。授

業中の学習者の様子を述べる。１回目の班での読みの検討をもとに、２回目の全体での音読

で検討の結果を確認したところ、漢字の読みと「からうして」や「いたう」などの歴史的仮

名遣いの読み方がわからなかったようである。範読で読み方を確認した後の３回目の音読
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では、「よばひ」以外は正確に読めていた。振り返りをみると、クラスの約４割の学習者が

音読に関することを書いていた。例えば、「何回か声を出して読み、読み方が大体わかった」

や「何回も読むことで内容を少しずつ理解することができるようになったので、読むことは

大事だと感じた」などといったものがある。はじめに自分たちで読みを検討したことで、正

確に読めていない部分を自覚した後に範読を行なうことで、読み方を忘れている部分を確

認して正確な読み方を理解したと考えられる。 

また、本文から読み取れることから内容を推測させる活動（展開②）については、文法が

複雑な部分以外の読み取りは正確にできていた。本文の最初から諦めてしまう学習者もい

たものの、少し支援をすることで「ということはこの部分は…」と、少しずつ自分で進めて

いこうとする姿勢もみられた。振り返りでは、３人の学習者が内容について触れていた。「二

行目から物騒でおもしろかった」「失恋と聞いていたが鬼が出てきて驚いた」という振り返

りから、全体ではなくとも部分的にでも理解することで、話に対して興味を持つことができ

ると考えられる。 

現代語訳（展開③）に関しては、すぐに手を進めていた班と全く手をつけられない班の差

が開いたようである。今回は４人班ということもあり、古文の読み取りを得意とする 1 人

の学習者が現代語訳を考え、それを写すという班もあった。また、検討が止まっている班も

あったが「分からないところはとばして、わかるところから始めていいよ」と伝えると、で

きるところだけでもやってみようという積極的な様子がみられる学習者が増えた。振り返

りをみると、「現代語訳を考えるのが楽しかった」というものもあったが、「現代語訳は難し

い」「現代語訳がすごく難しくて知らない単語もあったから次に理解できるようにしたい」

といったものもあった。同じ活動を行なったにも関わらず、「楽しい」と「難しい」と反対

な意見が出てきた。なぜこの違いが出てきたのか、現時点で明確に原因を提示することはで

きない。しかし、考えられることとして、「楽しい」と述べる学習者は現代語訳を通して自

分の言葉で古典世界を紡いでいくことが楽しく、「難しい」と述べる学習者はそれができず、

「正解の現代語訳」を考えてしまうことで難しく感じるのではないかという結果に至った。

試験では、単語単位で現代語訳を対応させる必要がある「正解の現代語訳」が求められてお

り、それ以外は認められないという傾向が少なからずある。その結果、教師が提示する「正

解の現代語訳」を学習者が暗記するという事態に陥ってしまうのではないだろうか。しかし、

まだ考察の段階であるため、現代語訳を「難しい」と考えてしまう原因について、この５時

間で考えていきたい。 

 

【第２時】 

 前時から本時にわたって学習者に考えさせた現代語訳を班の代表者に発表させ（展開①）、

それに古語や文法事項のニュアンスを反映させたものになるように補足説明を行なった。

古語については語源・語義から理解させるために、古語辞典で「よばふ」「わたる」「率る」

の項目をコピーして１枚のプリントにまとめて配付した（展開②）。学習者は普段の授業や
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家庭学習では古語単語帳などの副教材やインターネットを用いて古語の学習を進めている

ようである。それだと、言語を文化として捉えるという点では不十分である。現代とのつな

がりを感じるためには、語源・語義を理解し、言葉の変遷を追うことのできる古語辞典を用

いて学習をさせたいと考え、この手法をとった。文法事項については、現代語で用いられて

いる例も提示しながら説明を進めた（展開③）。例えば、同格の「の」の例文として「柿の

熟れている方をください」、不可能を表す「え～（打消）」の例文として「えも言われぬ」な

どがある。現代語における類似例を提示することで、当時と現代とのつながりを意識し、言

語文化の継承者としての自覚を持たせることにつなげた。それらを踏まえ、ニュアンスを反

映させた現代語訳を学習者に考えさせて本文プリントに記入させた。その際、本文の指定し

た箇所において、登場人物になりきって心情を考えさせた（展開④）。この活動を通して、

登場人物に感情移入ができて本文を楽しく読み進められるだけでなく、最後の「白玉か…」

の歌における悲しみや悔しさをより強く感じることができると考えたからである。 

 上記の内容及び流れを、本文全体を通して行なっていく。 

では、学習者の反応をみていく。振り返りから、第２時では約３割の学習者が本文の内容

を楽しんでいる様子をみせた。第１時での展開②の活動からか、「現代語訳を進めていくう

ちに物語の内容がわかってきておもしろかった」や「文の意味がわかって嬉しかったし楽し

かった」、「読めるとおもしろい」など、大まかにでも自分たちで本文の内容を考え、曖昧な

部分を明らかにさせた結果、「おもしろい」といったポジティブな振り返りにつながったと

考えられる。 

また、本時の展開④の活動による反応として、「女の人がかわいそう」や「女の迷惑にな

っているにも関わらず求婚し続ける男に鳥肌が立った」、「女の事を振り回してとても気持

ち悪い」といった感情移入をする学習者もみられたり、「女と男は両想いでかけおちをした

可能性はあるかも」といった考察を進める学習者もいたりと、「おもしろい」ということが

明言されてはいなかったものの本文の内容を楽しめていると考えられる学習者が多くみら

れた。第５時で「白玉か…」の歌を提示する際に、「男」の後悔や悲しみをより強く感じら

れるように本時から心情考察の時間を設けたが、この段階で感情移入をできている学習者

がいることから、第５時での結果が期待される。 

文法事項に関する展開③の活動を通して、１人だけではあるが、「『柿』の例文がわかりや

すかった」といった声が上がった。現代に至るまでの変遷を考えられるということまではい

かなかったが、現代とのつながりを感じるための一助となったと考えられる。 

 

【第３時】 

 第２時に扱った内容の続きから、前時と同じ流れで現代語訳の確認を進める（展開①）。

文法事項については現代語で用いられている例も提示しながら説明を進めた（展開②）。例

えば、未然形に接続する打消の「で」の例文として「この季節ならではの美しさだ」などが

ある。前時と同様に、言語を文化として捉えさせ、現代とのつながりを意識するためにこの
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手法をとった。それらを踏まえ、ニュアンスを反映させた現代語訳を学習者に考えさせて本

文プリントに記入させた。また、前時と同様に、本文の内容について解釈を進めつつ、学習

者が登場人物になりきってその場面における心情を考えるという活動を行なった（展開③）。

本時に扱う内容で、心情を考察する箇所の一つに、露を見た「女」が「かれは何ぞ。」と「男」

に聞く場面がある。この場面において「男」の心情考察をさせるが、学習者は当時の経済格

差による身分の差を知らないと考えられるため、単に「女」の認識として「世間知らず」や

「何も知らない」「常識がない」などと書くことが予想される。そこで、本文の「女のえ得

まじかりけるを年を経てよばひわたりけるをからうして盗み出でて」や「草の上に置きたり

ける露をかれは何ぞとなむ男に問ひける」をもとに、「どういう『女』なのか」を考えさせ、

「男」と「女」には身分の差があること、当時の男性は深窓の令嬢に好意を寄せることを学

習者自身で考えられるように導く（展開④）。これにより、時代背景の理解とともに登場人

物のそれぞれの身分を把握できるようになることを期待した。 

 これらの工夫による、学習者の反応をまとめる。前時に引き続き、指定した箇所について

現代語訳を確認したあとに、学習者をその場面における登場人物になりきらせて心情を考

えさせた（展開③）ことについて、「現代語訳の後に心情を考えることで、登場人物の身分

の差や言動の意図がわかりやすくなった」、また、「考えるのがおもしろい」という旨の振り

返りを記入していた学習者が全体の約４割いた。このことから、ただ本文を読むのではなく、

本文の現代語訳を通して、登場人物の心情や言動の意図を当事者になったつもりで想像し

ながら読み取ることで、「おもしろい」といった振り返りがうまれたと考えられる。 

 また、授業の中で、登場人物である「男」と「女」の身分の差と当時の身分に関する時代

背景について説明した（展開④）。この説明により、「女」を盗み出した「男」に対して第２

時の振り返りで嫌悪感を示していた２人の学習者が、身分の差があったという背景を知っ

たことで「男」に対する印象が変化したことを記入していたり、４人が当時と現代との違い

を見出しその差に驚いたということを記入していたりと、学習者にとっても興味のある話

題であることがわかった。「ロミオとジュリエットみたい」という振り返りから、昔から身

分差のある恋愛が一定数の支持を得ているという文化があることは知っているようである。

しかし、当時の時代背景に関する知識のない学習者にとっては、現代に生きる自分の価値観

やものの見方である「現代フィルター」を無意識のうちに古典の世界に反映させてしまいが

ちだ。今回の授業はそれをメタ認知するきっかけとなったと考えられるが、本研究では射程

を超えるため言及はしないこととする。 

 他には、２人の学習者が表現に着目していた。「置きたりける露という表現が粋だと思っ

た」や「係り結びがあることでそれだけ驚いていたことがわかり、女をかわいいと思ってし

まった」というように、本文の表現と学習者の感覚とを結び付けて記入していた。 

 以上のように、第３時では、ただ本文を読むだけで終わらせず、物語世界に没入したり自

分を反映させたりしながら本文を楽しみながら読む様子がみられた。 
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【第４時】 

 第３時に扱った内容の続きから、これまでと同じ流れで現代語訳の確認を進める（展開

①）。その際に、第２時と同様に、学習者が古語を語源・語義から理解して言語を文化とし

て捉え、現代とのつながりを意識するために、古語辞典で「いみじ」「ゐる」の項目をコピ

ーして１枚のプリントにまとめて配付した（展開②）。同時に文法事項も踏まえ、ニュアン

スを反映させた現代語訳を学習者に考えさせて本文プリントに記入させた（展開③）。これ

も、これまでの授業と同様に、現代語における類似例を提示することで、当時と現代とのつ

ながりを意識し、言語文化の継承者としての自覚を持たせることにつなげた。また、これま

でと同様に、本文の内容について解釈を進めつつ、学習者が登場人物になりきってその場面

における心情を考えるという活動を行なった（展開④）。次時が本単元の最後の時間であり、

本時は現代語訳を終わらせることが第一優先となってしまい、単語と文法が現代とどのよ

うにつながっているかということについては触れることができなかった。そのため、次時に

行なう本時の復習で触れることとした。 

 学習者の反応を以下に述べる。第４時では、本文を最後まで現代語訳した（展開①）。第

１時で本文の内容を自分たちで考えさせるという活動を行なったからか、「予想していた内

容と違っておもしろい」と感じた学習者が４人いた。最初から順を追って内容をみていくと

予想を反することにはならない。第１時で物語全体の内容を学習者自身で大まかに考え、全

体の現代語訳を通して曖昧な部分を明確にしていく。その過程で自分の予想が当たってい

る部分と異なる部分が明確となり、「自分の考えていた展開とは違う物語」を楽しむことが

できたのだと考えられる。また、第１時から第３時までは「女がかわいそう」という意見が

多かったものの、最後まで現代語訳を進めて本文の内容を理解した（展開④）ことで「男が

かわいそう」「悔しかっただろう」と、感情移入をしていることが読み取れる振り返りが増

えてきた。第３時でも行なった心情考察を、本文の最後まで度々行なってきたことで、「女」

ではなく「男」が主人公であることと「男」が後悔していることを理解したとみられるため、

第５時の構えを万全にできたといえる。 

 さらに、３人の学習者は「神」「あなや」「足ずり」といった、現代では使われない古文な

らではの言葉をおもしろがっていた。最初は「読めない」ということで苦手だと感じる学習

者もいるようであるが、「読めない」で終わらせずに文脈から意味を推測させることで自分

の知識として吸収できたり、おもしろがったりすることができると考えられる。 

 

【第５時】 

 第５時では、本文の現代語訳及び内容の確認と、最後の「白玉か…」の歌について触れた。 

 まず、これまでの時間で行なってきた現代語訳と本文の内容の確認をしたが、その際に前

時に触れることのできなかったことを補足した（展開①）。例えば、「いといみじう」は「い

と」があることで程度をさらに強める効果を持ち、学習者が普段用いる現代語の例でいうと

「まじやばい」などが対応することや、ウ音便は発話が先行であり、それが記述の際にも反
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映していること、「さへ」は暗いだけでも恐怖であるのに「そのうえ」雷「までも」鳴って

いることで「男」がさらに恐怖を感じていると表す効果があることなどである。こういった

ことを補足しながら、現代語訳と本文の展開の確認を行なった。この補足が、現代語とのつ

ながりや表現の工夫にも注目しながら本文全体を把握することにつながると考えた。 

 次に、本来ならば「白玉か…」の歌が最後にあるが、それをあえて隠し、そこに入る「男」

のセリフを考えさせた（展開②）。その際、これまでの時間で場面ごとに考えさせた登場人

物の心情をもとに考えるように指示をした。本文を読み進めるにつれて、徐々に「男」の心

情を理解してきた学習者であれば、最後の「男」の心情についても推測できると考えたから

である。その後、本来あるはずの「白玉か…」の歌を板書して写させ、本文を完成させ、そ

の歌があることでどのように物語の印象が変化するかという、歌物語における歌の効果を

考えさせる（展開③）。従来の古典の授業では、作品の作者・成立時期・ジャンルを最初に

提示して読み進めていくことが多いが、あえて本単元の最後の時間に提示した。今回扱った

「芥川」は『伊勢物語』に収録されているものの中でも、歌で物語が一度区切られ、その物

語の後日談のような文章が続くという構成になっているからである。「白玉か…」までの物

語が単なる物語として終わると見せかけ、実は歌が続く。物語としてはあってもなくても支

障のない歌であるが、だからこそ、「ではこの歌をわざわざここに記した理由は」と学習者

が疑問を抱く。その疑問こそ、古典を読み進めるうえで大切であると考える。単に「ジャン

ルは歌物語である」ことを伝えるよりも、歌があることで物語の展開が変わり、そういう役

割の歌が入っている物語を歌物語というジャンルに分けられるということを実感しながら

学習を進めることで、学習者がより納得できる説明となると考えたからである。それに加え、

当時の人々の歌に対する認識も伝える（展開④）。「白玉か…」に関しては、たった 32字と

いう短さながらも、長文で悲しさを述べるより深い悲しみを嘆くことができること、当時の

人々の心を表す手段の一つとして用いられてきたのが歌であることを伝えた。時間があれ

ば『古今和歌集』の仮名序をみていきたいところではあるが、時間が迫っていたため今回は

省略した。 

 最後に、「女」が「男」に同意していたのかということについて触れた（展開⑤）。最後ま

で現代語訳を行なって物語の全容はつかめている。この作品の主人公は「男」であり、本文

は客観的な目線から語られていることから「女」の感情は出てこず、推測するしかない。そ

こで、本文をもう一度読み直して考えさせることで、「女」に嫌がっている様子がないこと

を読み取らせた。また、この物語には後日談が続くが、教科書は「白玉か…」の歌までしか

掲載されていない。学習者は「女」が「鬼」に食べられたと理解していると思われるため、

実際はどうなのかを言わず、これには続きがあってそこに物語の真相が書いてあると伝え、

学習者が気になりそうな終わり方で授業を締めた。こうすることで、教科書は作品のほんの

一部でしかなく、教科書に閉じない授業にすることができると考えたからである。これから

先、授業を通して様々な作品と出会うことになるが、それぞれのおもしろさや楽しみ方があ

ることを自分で調べて読んでみてほしい。古典の授業はそのきっかけであり、学習者にとっ
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て苦痛となるものであってはならない。それが今回の単元を通して学習者に伝えたかった

ことである。 

では、学習者の反応をみていく。本単元における展開①に関する振り返りはなかったもの

の、授業中の現代語訳の確認はスムーズに行なえたことから、現代語訳と本文の内容につい

て学習者は理解ができていると把握した。その確認が終わった後、最後に続く「男」のセリ

フを、「男」になりきらせて学習者に考えさせた（展開②）。「悲しいな」や「後悔しても遅

い」といった、マイナスの感情が表れているセリフを記入した学習者が大半であった。しか

し、残りの学習者の中には「次の女見つけよう」といったものもあり、この問いに正解はな

いものの物語の流れを受けて考えさせるものであるため、大幅にずれている学習者に対し

ては支援を行なった。その後、数人に答えさせて、「白玉か…」の歌を提示した（展開③）。

その歌に触れた振り返りを書いた学習者が 28人中 11 人おり、そのうち８人が、「歌がある

ことで「男」の悲しみや悔しさがより伝わる」という趣旨の振り返りを記入していた。「31

字ですごい悲しみが伝わってくる文をつくっていることがすごいと感じた」、「最後の歌で、

男の女に対する愛情ややるせなさが分かりやすく描写してあって面白かった」、「最後まで

物語を読んでみて、最後の文で男の人の感情がものすごく理解できて、この作者はすごいな

と思った」など、「男」が後悔しているということを、歌を通してより強く意識したようで

ある。自分がほしかったものを突如失ってしまうこと、そしてそれを阻止できないこともあ

るというのは、現代を生きる者も同じ経験をする可能性があり、同じ立場に立てばそれに伴

う悲しみや後悔を抱くことも想像できる。上記の振り返りは、それが表れていると受け取っ

てよいだろう。「歌」を通して「男」の心情をより強く感じ取り、作品を楽しむための第一

歩である登場人物への感情移入もできている。これは、これまでの授業の中で本文の内容に

ついて解釈を進め、その場面における登場人物になりきって心情を考えさせるという活動

を続けてきた結果であるといえる。 

残りの３人は、展開④の内容を受けて、「人間の心はあまり変わっていなかった（歌いだ

す所とか）」、「私も楽しい時に歌を歌う」、「自分の感じたことを歌で表現するということが

昔からあって、物語に入れることでストーリーと相まって、登場人物の思いを理解しやすく

なるなと思った」と、気持ちが昂った際に歌を歌うことが現代に生きる自身と通じていると

感じたようである。先述したが、古典世界の人々が経験することは現代に生きる私たちも経

験する可能性は大いにあり、そのときに抱く感情もその人々と同様のものであることは容

易に想像できる。現在でもミュージカルや映画などではその傾向が見られることからもわ

かるように、過去と現在は切り離せるものではない。言葉や状況は変化してきたが、人の内

面や考え方は過去と現在で大きく変わらず、むしろ大切にされてきた。古典を学ぶことでそ

のことに気付いた学習者が数人いるだけでも大きな成果を得ることができたと考えてよい

だろう。 

本時の最後の、本文中の「女」が「男」のとった行動に同意していたのか、学習者同士で

考えさせるという活動（展開⑤）については、「まだ続きがあると聞いて、私もどんな風に
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続くのか考えて続きを見てみたいと思った」、「男は、鬼に食べられたことを知っているのか

気になった。続きも見てみたい」、「鬼に食べられたのではなくて逃げたのではという意見や、

実は 女の人も認めていたのでは」、「女は逃げようとしていないから、半分楽しんでいたと

思う。お嬢様扱いをされて外に出られないのが 嫌だったのかも」といった振り返りが見ら

れた。この教科書には本文の続きが記載されていないということを利用し、学習者の好奇心

を煽る授業の終わり方ができたといえる。さらに、今回扱った「芥川」は「女」がいなくな

るという一種のミステリーのような終わり方であることも相まって、学習者同士で「『女』

は食べられたのか、それとも逃げたのか」、「では、『女』は男に同意していなかったのか」

などと考えさせることができる。結末を予想したら、次は答えが知りたくなる。その気持ち

を芽生えさせることで、学習者が自主的に続きを読みたくなるように仕向けることができ

た。あとは学習者が自分で他の古典作品に興味を持つようになるまでそう長くはない。次の

【単元を通しての学習者の反応及び考察】で詳述するが、５時間目のこれらの活動によって、

古典作品に対する学習者の苦手意識が薄れるとともに、古典作品への興味が湧いてきたよ

うである。 

 

 

第３節 単元を通しての学習者の反応及び考察 

 第１時から第５時までの反応をまとめる。実践を行なったクラスは全体的に興味を持っ

て取り組んでいたように見受けられる。第１・２時で本文の内容を大まかに考えさせた際に

は読み取れる部分から話を推測している学習者がいたり、現代語訳をさせた際には自分の

知識でわかる部分だけでも挑戦してみたりと、「本文を読んでみたい」という気持ちを持っ

て授業に取り組んでいたことがわかる。第２時から第４時にかけて、登場人物になりきって

心情を考えさせた際には、その登場人物の心情や言動の意図まで読み取ろうとする学習者

が複数見られた。当時の時代背景に関する知識を得ると、驚きとともに登場人物に対する見

方が変化するなど、これまでの学習者の考え方を大きく変えることができた。第４時に最後

まで現代語訳をして本文の展開を理解すると、第１時に考えさせた本文の大まかな内容や、

本文を読み進めながらしていた予想を、大きく裏切ってくる本文の展開におもしろさを感

じている者も多数いることから、古典に対する苦手意識を軽減できたと考えられる。第５時

では、学習者に対して本文には続きがあることを伝えたことで、第５時と単元を通しての振

り返りで「続きも読んでみたい」との記入が多数あったことから、古典作品を読み物の一つ

として「楽しみたい」という気持ちを持たせることができたようである。 

本単元を通しての反応についてまとめる。クラスの約７割の学習者が、本文について「読

んでいて楽しかった」「おもしろかった」と振り返っていた。その他の学習者についても、

「古典を読むのが好きになった」や「自分でも古典を読んでみたいと思った」、「古文はいろ

んな考えを広げられる」など、古典に対する苦手意識を軽減させることができたとみられる
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振り返りを記入していた生徒が多数だった。 

本単元の振り返りで気になったことがある。それは、「読めるようになると」という表現

だ。これは、学習者が現代語訳についてどのように考えているのかを知る一つの手掛かりで

ある。学習者の振り返りに「解読したらこんなにおもしろいのか！」、「古典は読み解くのは

難しいけどわかるとおもしろかった」と書いてあり、学習者の「読める」とは、単に、声に

出して正確に音読できることや文字をただ追っていくことではなく、「読み解く」や「解読

する」ことであるとわかる。古典の世界を自分の言葉で紡ぎなおすことによって白黒の文章

や自身の理解に彩りを求め、文章を通して古典の世界に親しむための一歩として現代語訳

が機能しているといえるだろう。そう考えると、「言葉が難しい」「読めない」から意味を教

えて現代語訳を提示するというのは、学習者が「楽しむ」余地をなくしてしまっていること

になる。だからといって、「読む」のが簡単な教材を用意することが良い選択とはいえない。

「芥川」のように、初学者であってもある程度の概略がわかるものであれば、今回のアプロ

ーチが可能であり、古典の世界を自分の言葉で再現することができる現代語訳によってわ

からない部分を解明していくことで、学習者が学びの楽しさを実感することができるだろ

う。 

 また、第１・２時では文法事項についてしか触れていなかった学習者が回を進めていくう

ちに本文の内容に関する振り返りを書くようになったり、現代語訳を進めていくうちに内

容の考察をする学習者が増えたりと、授業中は文法も扱っていたものの、それよりも本文の

内容の方が学習者にとっては興味・関心の対象であることがわかった。もちろん、文法事項

も言葉の知識として必須であり、本文の内容を解釈したり細部のニュアンスを楽しんだり

するためには不可欠であるため、第２章第１節でも述べたように、「価値学習」と「言語技

能学習」が、両輪として機能するようにしていくことを目指すべきである。 
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第５章 実践研究の総括及び今後の展望 

第１節 実践研究の総括 

 本研究では、「日本人が大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や自分との関わ

りの中でそれらを生かしていくという観点」を強めた「古典に対する学習意欲を高められる

ような授業内容」で、「学習者の発言で展開していく授業」となるように、単元ごとに様々

な取り組みを行なった。その際、「作品の内容がおもしろいと思える」、「既有知識が『役に

立った』と思える」、「現代・実社会とのつながりが感じられる」という、三つの研究の柱を

持つ授業を計画した。 

「作品の内容がおもしろいと思える」授業となるように、実践その１では、学習者だけで

現代語訳をさせたりロールプレイを行なわせたりした。その結果、曖昧でわからなかった部

分を明確にイメージでき、本文の内容を理解できたようである。理解できたことで、本文を

読み物として楽しむことにつながり、学習者の古典に対する苦手意識を少しでも軽減させ

ることができた。実践その２では、導入で大まかに内容を読み取らせる活動や、本文全体を

通して登場人物の心情を考えさせる活動を取り入れた。現代語訳を進めていくうちに予想

していた内容と異なる部分が出てきて「おもしろい」と感じたり、登場人物への感情移入を

することで作品を読み物として楽しめている姿がみられたりした。 

授業で本文の内容をみていく前に大まかな内容を読み取らせて、その段階ではわからな

かった曖昧な部分を解明していくために現代語訳を行なっていく。それと同時に、登場人物

の動作や心情などを明確にイメージすることが、学習者が「作品の内容をおもしろいと思え

る」ことに有効であるといえよう。 

 「既有知識が『役に立った』と思える」授業にするために、実践その１では中学校で学ぶ

『論語』の一節を例に訓読の仕方を思い出させ、実践その２では作中に出てくる和歌に込め

られた情緒を味わい、歌物語における歌の持つ役割を確認した。学習者はこれまで生きてき

て、きっと、和歌に用いられる五・七・五・七・七のリズムを心地よいと感じたり、詠み手

の想いが込められたたった三十一字の歌に感銘を受けたりしてきた経験があるはずだ。そ

れは、これまで自分が無意識ながらも日本の言語文化に触れてきて、それによって培われた

言語感覚を持っているからである。学習者の持つ感覚を無駄にしないために、和歌に込めら

れた情緒を味わう活動を取り入れた結果、「歌」を通して、その状況下における詠み手の心

情を強く感じ取り、歌の持つ役割を理解できたようである。また、中学校までの既習事項で

復習を進め、それを使い、これから作品を読むということを最初に明言することで、中学校

と高等学校で扱う内容の系統性を明らかにし、学んできたことが無駄ではなかったと思わ

せることができた。これらの活動によって、中学校と高等学校のギャップを小さくすること

やこれまでの自身の生活のなかに日本語母語話者としての感覚が少なからずあることを自

覚させることができたと考えられる。 
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 「現代・実社会とのつながりが感じられる」ように、実践その１では、学習者が一度は聞

いたことのある漢文を例に出して訓読と書き下しの仕方の確認を行なった。また、漢文が今

でも日本に浸透している理由を考えさせる時間をとった。これにより、学習者は、漢文がこ

れまでの長い間書き継がれてきて、現代の日常生活にも浸透している理由を理解した。これ

を機に、現在まで存在している漢文に今までよりも目を向けるようになったといえよう。実

践その２では、古語の意味が変化しつつも現代まで残っていることや、当時用いられていた

文法が現代でも使用されていることを提示した。また、歌物語中に登場する和歌の鑑賞を通

して、人間の内面や考え方は大きく変化していないことを感じさせた。これを経て、言葉だ

けを見ても、本文における登場人物の言動や心情だけを見ても、「当時」「現代」と切り離さ

れるものではなく、学習者自身がそれらの連続性のなかに存在することを理解したという

点で、この取り組みは有効であったといえよう。 

 第３・４章で記載した学習者の振り返りから、本研究の取り組みが有効であったことは明

らかとなった。次に、第２章第４節でも述べたとおり、今回対象としたクラスには単元終了

後に質問を行なったため、その結果も提示する。 

実践その１で扱った B 組の事前アンケートにおける「⑷漢文の作品を読むことは好きで

すか。」という質問の回答の平均値は 2.17（小数点第３位以下を四捨五入）であった。単元

終了後の「現在、漢文の作品を読むことは好きですか。」という質問の回答の平均値は 2.72

（小数点第３位以下を四捨五入）であり、事前アンケートから 0.55 上がったことがわかる。 

 実践その２で扱った D 組の事前アンケートにおける「⑵古文の作品を読むことは好きで

すか。」という質問の回答の平均値は 2.3 であったが、単元終了後の「現在、古文の作品を

読むことは好きですか。」という質問の回答の平均値は 3.0 であり、事前アンケートから 0.7

上がったことがわかる。 

 以上の結果から、数値で見ても、古典作品を読むことに対する学習者の苦手意識は軽減し

たことが明らかとなった。 

 

 

第２節 課題と展望 

 前節で、本研究の効果を述べた。ここでは、課題と今後の展望を述べる。 

 今回の研究における課題点は三つある。一つ目は、学習者が自力で最初から最後まで現代

語訳をすることに難しさを感じてしまうことである。二つ目は、中学校で扱われた内容の差

が本研究の取り組みでは影響を及ぼしてしまうことである。三つ目は、初学者ではない高校

２・３年生に対して有効な取り組みを検討することである。 

 一つ目は、現代語訳をさせた授業の振り返りにどのクラスも約半数の学習者が「現代語訳

が難しい」と書いていたため、課題として挙げた。第４章の第２節【第１時】で、現代語訳

を「『楽しい』と述べる学習者は現代語訳を通して自分の言葉で古典世界を紡いでいくこと
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が楽しく、『難しい』と述べる学習者はそれができず、『正解の現代語訳』を考えてしまうこ

とで難しく感じるのではないか」と述べた。現代語訳をさせる前に「正解の現代語訳」を求

めてはいないことと、分かる部分だけでよいことを学習者には伝えていたが、試験ではそれ

ではいけない。そのため、授業では「ある程度」でよいが、潜在意識で「完璧なものでない

と」と考えてしまう学習者がいることは否めない。そこで、「言語文化」の４月の授業から

現代語訳に一つの決まった正解はないことを告げ、現代語訳として成立するものに幅を持

たせるのが望ましいと考えた。 

 二つ目は、授業実践その１で中学校間での差を強く感じたため、課題として挙げた。本研

究の対象が高校１年生であるため、中学校時代の教師が授業でどのような内容を扱ってい

たか、何を学んだかが影響しやすい。高校１年生だからこそ足並みを揃えるというのも一つ

のやり方ではあるが、それだとこれまで学んできたことを無に帰すことになってしまう。そ

のため実践その１の手法をとって系統性を感じさせたが、可能であれば学習者が中学時に

使用していた教科書の該当ページをコピーして見せて、視覚的にも記憶を呼び覚ますとい

う方法をとるのも一つの手だと考えた。 

 三つ目は、初学者である高校１年生へのアプローチを本研究で検討し実践したが、１年次

である程度学んできたものの古典作品を読むことは苦手であるという高校２・３年生を視

野に入れていなかったため、課題として挙げた。第３・４章の取り組みも有効であると考え

られるが、今回の研究の柱である「作品の内容がおもしろいと思える」こと、「既有知識が

『役に立った』と思える」こと、「現代・実社会とのつながりが感じられる」ことの三つが

網羅できている高校２・３年生の授業について、今後検討していきたい。 



 

おわりに 

 私にとっての理想の授業とはなにか。教職大学院で学ぶ前までは「古典のおもしろさが伝

わるような授業」というぼんやりとしたものだった。それが、この２年間を通して、「学習

者がこれまで無意識ながらも言語文化に触れてきたことで、無意識ながらも言語感覚を持

っていることを自覚し、その言語文化・言語感覚を継承していく姿勢を作ることができる授

業」という明確なものにすることができた。そういう授業を行なうことで、古典教育の必要

性を感じられる学習者を増やしたいと考えている。実際に本研究の授業実践を行なったが、

これを通して古典に魅せられた学習者を増やし、「古典嫌い」の学習者を減らすことができ

たようである。 

 その一方で、この２年間古典教育について学べば学ぶほど、古典教育の重要性と同時に難

しさも実感した。今後担当する古典の授業でも新たな取り組みを考えて、常に試行錯誤しな

がら、生徒を惹きつけられるような授業にしていきたい。 

この２年間にわたる教職大学院での学びが自分の理想の明確化につながったのは間違い

ない。しかし、それだけでなく、教育実践研究での連携協力校の先生方の授業見学や先生方

の意見から学ばせていただいたことも、私の古典教育観に確実に反映している。そのことに

感謝を忘れず、これからの教職人生にも活かしていきたい。 

 

 

最後に、本研究の着想から授業実践、その考察に至るまで、多くのご指導、ご助言をいた

だいた教職大学院の先生方に深く感謝申し上げます。また、本研究を行なうにあたり、快く

授業実践の場を与えてくださり、多大なるご協力をいただきました連携協力校の校長先生

はじめ、関係の諸先生方、授業実践や調査に協力してくれた生徒の皆さんに心より厚く御礼

申し上げます。 

 

 

令和７年２月５日 

熊本大学教職大学院 

小林 聖佳 
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【第３章 授業実践その１】 「推敲」ロールプレイ原稿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３章 授業実践その１】 「推敲」授業プリント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第４章 授業実践その２】 「芥川」本文プリント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第４章 授業実践その２】 古語辞典のコピー（※７） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第４章 授業実践その２】 「芥川」授業プリント 


